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この度リリースしましたUSB版プロテクタ－SuperproUSB－の使用に関して、従来のSuperpro25/36と異なる点と使用範囲に関してお知らせさせて頂きます。
運用方法の変更点
SuperproUSBを使用するにはSystemDriver PD-5.38以上が必要になります。この導入方法に関してはSystemDriverのマニュアルを参照して下さい。
動作可能なOSはWindowsME/98、Windows2000です。Windows95ではUSBサポートの追加ソフトウェアが適用されている機種のみで使用できます。
出荷に関わる事項として、プロテクタ表面にお客様オリジナルのシールなどを貼付されている場合にはデザインの変更が必要です（シール用部分が非常に小さいです）。

使用するにあたって
コンピュータへの接続：

接続するコネクタがプリンタポートからUSBポートに変更されること以外に変更点はありません。接続はプリンタポートではなくUSBポートに行い、正常に接続されていればSuperproUSBのLEDが緑色に点灯します。
コンピュータによっては出荷時にUSBポート自体がソフトウェア的にOFFになっている機種がありますので注意して下さい。その際にはLEDが点灯しません。
従来製品との混在：

従来のSuperpro25/36と同一のデベロッパーIDを持つSuperproUSBを同一のコンピュータで使用する場合には、FindNextコマンドを使用してUSBポート→プリンタポートの順に検索が可能です。ただしデベロッパーIDが異なればSuperpro25/36とSuperproUSBの検索順を気にする必要はありません。

複数接続：

複数接続の限界は、コンピュータからUSBデバイスを認識できる限界値に依存します。１セグメント5mで、SuperproUSBと他の接続機器の合計接続数は最大127個のデイジーチェーン接続となります。
更にSuperproUSBは低電圧デバイスであり、通常の運用では外部パワーを必要としません（多数のデイジーチェーンでの接続限界はコンピュータ側電力供給能力に依存します）。

複数接続の際の注意事項：

FindNext関数に対しての反応がプリンタポート型のSuperproとは異なりますのでご注意下さい。

同じ型番のSuperproUSBをコンピュータに2つ接続するとします。FindFirstコマンドを用いて最初の1つ目を検出するとします。

次にFindNextを用いて2つ目のSuperproUSBを検出します。更にもう一度FindNextコマンドを実行すると、プリンタポート型Superproでは検出エラーが発生しますが、SuperproUSBでは最初の1つ目のSuperproUSBに制御が移り、検出エラーは発生しません。

同じ型番で複数のSuperproUSBをご使用になる際には必ず内部メモリのシリアル番号で製品を管理してください。ただしSuperproUSBを複数使用される場合でもそれぞれの型番が異なれば意識される必要はありません。

コンピュータ側の規格に関してはIntel若しくはMicrosoftより公開されているUSB規格に関する資料を参照して下さい。
ソフトウェア的の変更点

アプリケーション組み込みモジュール
アプリケーションにチェックルーチンを組み込むための弊社提供ファイルは、従来のSuperpro25/36用のものから変更する必要はありません。
（註：ただし弊社提供が1995年8月以降のもの）
SystemDriverファイル
必ず弊社提供のSystemDriver PD-5.39以降を使用してください。

1998年以前に配布したPD-5.36以下のバージョンでは対応しておりません。
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